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黒部川流 域 にお ける宇奈月帯 ・飛騨外縁帯の 南方延長

花崗岩体中の ゼ ノ リス 類の分布と産状

加　納 隆
＊

Southern　extention 　of　the　Unazuki　belt　and 　the　Hida 　marginal 　belt

in　the　Kurobegawa　area ，　Central　japan，　estimated 　from　the　occurrence 　of

xenoliths 　within 　granitic　bodies

Takashi 　KANO
＊

Abstract　The　northeastern 　part　of　the　Hida　 region ，　the　Kurobegawa 　area ，　 is　underlain

by　three　geologic　units ；the　Hida，　Unazuki　and 　Hida　marginal 　belts．　The　Hlda　belt　com −

posed 　mainly 　of　high−grade 　gneisses　occupies 　the　westernmost 　part　of　the　area ，　The　Una ・

zuki 　belt　is　 made 　up 　of 　medium ．pressure　type　crystalline 　schists 　originated 　from　upper

Carboniferous　strata 　and 　is　ill　westward 　dipping　thrust　contact 　with 　the　gneissic　complex ，

The　Hida　marginal 　belt，　which 　is　considered 　to　be　a　serpentinite 　m 色lange，　 includes　non −

or 　weakley 　metamorphosed 　Paleozoic　sediluents 　and 　high−pressure　type　crystalline

schists ．

　 The　southern 　extention 　of　the　Unazuki　and 　H｛da　marginal 　belts　are 　obscured 　by　the　in−

trusion　of　early 　Mesozoic　and 　late　Cretaceous　to　Paleogene　granites．　However ，　the　hid−

den　parts　are 　traceable　within 　the　granites　by　the　occurrence 　and 　lithology　of　xenoliths ．

It　is　likely　that，　three　belts　had　come 　into　contact 　with 　each 　other 　before　the　intrusion　of

early 　Mesozoic　granites．　 The　Unazuki　belt　and 　its　basement　of 　the　Hida　belt　had　been

bordered　with 　the　Hida　marginal 　belt　by　a　tectonic　zone 　trending　in　the　N −S　tQ　NNW −SSE

direction．　This　Kurobegawa 　sheared 　 zone 　can 　be　recognized 　by　tracing　the　intermittent

but　hnear　distribution　of　 xenolithic 　blocks　and 　thermally 　metamQrphosed 　granite−

mylonite ．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　プ構造 を構成する，とい うス キ
ー

ム を提案 した．
　　　　　は　 じ　 め　に

　飛騨帯東北端 の 黒部川下流部（宇奈月地域 〉に は，

東西 10km ほ どの 問 に飛騨帯 ・宇奈月帯 ・飛騨外縁

帯の ，それぞれ基本的性格 を異 にする 三 つ の 地質体

が南 北 に 並 ん で 分布 して い る．こ の 配列が ，
い つ ご

ろ，どの ように して 成立 したか は，西南 日本の 地史

を考えるうえで 大変重要 な 課 題 で ある．

　た とえ ば最 近，小 松 ・茅 原 （1982）や 小松 ほ か

（1985＞は， 3 帯 が 西 か ら東へ 飛騨帯 ・宇奈月帯 ・飛

騨外縁帯の 川頁で 互 い に衝上断層 で 重 なるパ イル ナ ッ

＊
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1］

　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　 　　 ま

た原 ほ か （1986）は，飛騨帯が 三 郡帯 の 上 に ナ ッ プで

重な る モ デ ル に つ い て論 じた中で，宇奈月帯 と飛騨

外縁帯 の 間 の 地質体 （ヤ タ ゾ ウ谷岩体，後述〉の 重要

性 を指摘 して い る．　　 　 ．

　し か し，こ うした配列 がみ られ るの は宇奈月周辺

の みで ， そ の 南方は 中生代前期 と白亜紀後期一古第

三紀の花崗岩類が広 く貫入す るため，ほ と ん ど わ か

らな くな っ て い る ．

　著者は，従来 そ れ ら花崗岩類 を主 目的 と して，黒

部川流域 か ら 飛騨 山脈
一

帯 を調 査 して きた が，そ の

過程で現存の 宇奈 月帯 ・飛騨外縁帯 の 岩石 に 類似 し

たゼ ノ リス 状岩体 （岩片）が，花崗岩 中に点 々 と存在

し，それ らが両帯 の 南方延長部に相当する こ とを
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知 っ た．つ ま り，花崗岩体の 貫入 に よ っ て 各地質体

の位置閧係 は 大 きく変化 して い ない こ と，ゼ ノ リス

の 分布か ら宇奈月帯 ・飛騨外縁帯の
“
失われた南方

部分
”

の 復元
一

　Ghost　Stratigraphy （plTCHER＆ BER ．

GER ，1972）
一

が可能である こ と
， またおそ らくは中

生代前期 （約 180Ma ）以前 に 両 帯は接合 して 現在 の

配列が成立 して い た こ と，が推定 で きる．

　小論で は こ うし た趣 旨で
， 花崗岩体 中の ゼ ノ リ ス

状変成岩類 の 分布 ・産状 ・岩相を記載する．ま た
，

現在の 黒部川 の流路に沿 っ て
，

ゼ ノ リス 状岩体の配

列 とあわせ て ，熱変成 を受けた圧砕岩類 の 存在する

狭長な地帯が ある こ と を明らか に し，そ の 意味 を考

察する．

　調査に あた っ て ，総合研究（A）「西 南日本内帯に点

在する低温高圧型 変成帯 の 復 元 に関する 総合的研

究」 （代表者 ：西村祐 二 郎山 口大学教授）か ら ご援助

を い た だ い た ．また こ れ に先立 っ て ，総合研 究（A）
「
飛騨外縁帯 の 地質学的岩石 学的研 究」 （代表者 ：茅

原
一

也新潟大学教授）か らもご 援助 をい た だ い た．

関係各位に感謝の意を表した い ．

黒部川流域の地 質構成

　黒部 川 流域 か ら飛騨山脈 （い わ ゆ る北 ア ル プ ス ）
一

帯 の 地域 は ， 主 として 以 下 の岩石か ら構成され る （第

1 図）．

　 A ．飛騨片麻岩類

　飛騨帯は，飛騨片麻岩類 とそれ らを貫 く中生代前

期の花崗岩類 よ りな る複合岩体 で ある．片麻岩類 は，

字奈月町西方 の 片貝川 〜早月川流域 に分布し，お も

に角閃石片麻岩よ りな り， 結晶質石灰岩 や 石灰珪質

片麻岩な どを挾む．南北性の片理や 褶曲構造が 発達

す る．一
部 は

， 中生 代前期 花崗岩 （片貝川花崗岩）の

迸入 に伴 う後退変成 とカ リ交代作用 を受け て
， 眼球

片麻岩 や ブ ラ ス トマ イ ロ ナ イ トに変化 して い る （加

納，1973，1975　b）．宇奈月帯 とは
， 西傾斜 の 衝 上

断層 また は 圧砕岩帯 で 接 す る （広井，1978）．

　 B ．宇奈月帯の結晶片岩類

　宇奈月結晶片岩，宇奈月帯ある い は宇奈月 グル
ー

プ （広 井 ， 1978），また は鳥 帽子 山層群 （IsHIQKA＆

SuwA ，ユ956；加納，1973）は，宇奈月町周 辺 に 南北

に狭長 な分布 を示 し， 下位 より結晶質石灰岩層 ・十

字石片岩層 ・レ プ タ イ ト層 （大半 を占め る）よ りな

る．レ プ タ イ ト層 の 下半部 は お もに 中性 〜酸性火 山

岩源 の 石英長石質片岩 （赤色 レ プ タ イ ト ・灰色 レ プ

隆

タイ トなど ；lsHloKA＆ SuwA，1956）よ りな る が
，

上

半部は砂泥質岩 ・
塩基性岩起源 の 雲母片岩 ・角閃石

片岩 ・角閃岩を多量 に挾む．宇奈月帯は 上部石炭系

を原 岩 と し，
250− 210Ma に藍 晶石一珪線石 タ イプ

の中圧 型変成作用を受け た 地帯で ある （広井，1978；

Hmol
，　1981＞．

　 C ．　飛騨夕1縁帯
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 くろ な ぎ 　　 　 　ば 　ば

　黒部川流域で は
， 北又谷

・
黒 薙川 ・祖母谷上流部

に 露 出 し，主 として 非変成 〜弱変成古生層 （？，白

馬岳南方 の 石灰岩か ら石炭紀 中期 の サ ン ゴ化石を産

す るが，当地域 の 非石灰岩相の年代 は未確定）よ り
　 　 　 おうみ　　 れんげ

な り，青海
一蓮華帯 （CH ［HARA θ直砿 ，1979）の

一
部 を構

成す る，当地域 で は，中性一酸性な い し砂泥質岩源

の 弱変成岩 ・塩基性火 山岩 （枕状 溶 岩 ・火 山砕屑

岩 ・輝緑岩を含む）と同源の弱変成岩 ・
チ ャ

ー
ト ・

砂岩 ・
頁岩 ・

石灰岩お よ び角閃石 片岩 ・蛇紋岩な ど

か ら な っ て い る （加納，1975a ）．青海
一
蓮華帯 は

一

種 の 蛇紋 岩 メ ラ ン ジと考 え られ，宇奈月側 よ り内側

メ ラ ン ジ帯 ・外側 メ ラ ン ジ帯 ・
蛇紋岩 ナ ッ

ペ 帯 ・外

側堆積 岩 帯 に区分 され る （小松 ・茅原，1982；小松

ほ か
，

1985）．こ れ に よ れ ば 当地域 は，堆積性 オ リ

ス トス トロ
ー

ム 相 よ りな る 内側メ ラ ン ジ帯に あた

る．

　 D ．中生代前期花崗岩類

　黒部川 下流域 に は 宇奈月岩体 ・ヤ タ ゾ ウ谷岩体 ・
け かち

毛勝岳岩体などが，中央部 に は 大熊山岩体 ・立 山岩

体が ，南部 に は 下 之本岩体の
一
部が

，
そ れ ぞ れ 分布

す る．宇 奈月岩体 はお もに紅色花 崗岩 よ りな り，眼

球状岩相や変斑 れ い 岩〜閃緑岩質岩相を含む．ヤ タ

ゾ ウ谷岩体は石英閃緑岩〜花崗閃緑岩よ りな る が ，

岩体西縁部で 各種ゼ ノ リス を多量 に 含 む ミ グマ タ イ

ト様岩相が発達する．毛勝岳岩体はお もに粗粒紅色

花崗岩よ りな る．大熊山
・
立山

・
下之本 の 各岩体 は，

お もに トー
ナル 岩〜花崗閃緑岩よ りな る．こ れ らは

従来，船津花 崗岩 類 （加納，1973，ユ974で は船津期

花崗岩類）と し て 一括 さ れ て きた が
， 同位体年代 値

が必ず しも船津花 崗岩本体 と
一

致せず （田中 ・加 々

美 ，
1987a ）， 場所 も互 い に 離 れ て い る た め

，
こ こ

で は中生代前期花崗岩類 と して
・一一
括 する．

　E ．来馬層群 ・手取層群
　 　 　 　 　 　 　 くる ま

　下部ジ ュ ラ系来馬層群 （小林 ほか ， 1957）は，北又

谷上 流部に分布し，北又谷花崗岩体に貫か れ る．中

部 ジ ュ ラ 系
一

下部白亜 系手取層群 （前 田 ，
1958

，
1961）

は，薬師岳周辺か ら西方 に 分布 し，黒部川花 崗岩体

N 工工
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第 1 図．黒部川 流域 の 地 質図．

白馬岳北 方の 来 馬 層 群 ・手 取 層 群 の 分布 は 藤 井 ほ か （1970 ），鐘釣西方 の ゼ ノ リス 状岩体 は 諏訪
・小 林

（1966）， 鹿島槍 ヶ 岳一針 ノ木 岳周 辺 の 火 山岩類 の 分 布 は石 沢 （1982 ）を参考に し た．
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に 貰 か れ る．黒部川 上 流 の 赤牛岳〜
水晶岳間 の 稜線

上 に は
， 花 崗岩体上 の ル

ー
フ ペ ン ダ ン トと し て分布

する．薬師岳周辺で は，ア ル コ ー
ス 砂岩と礫岩 を主

体に頁岩を挾む．礫岩に は，花崗岩礫 を主とす るも

の ，正珪岩礫を主とす る もの ，ポ リ ミ ク テ ィ ッ ク な

もの とがある．

　 F ．新期花崗岩類

　 白亜 紀後期〜古第三 紀に貫入 した花 崗岩類 を ， 中

生代前期花崗岩類 に対 して新期花崗岩類 と呼ぶ ．黒

部川 流域で は
， 北部 の 北又谷花崗岩体 と中〜南部の

黒部川花崗岩体に区分で きる．前者は角閃石黒雲母

花 崗閃緑岩
一

ト
ー

ナ ル 岩 よ りな り，黒雲母の K −Ar

年代は 90Ma （SuwA，1966）と 83　Ma ・71　Ma （未公

表 デ ータ，第 1 表参照）を示す．後者は細〜
中粒 の

黒 雲母花崗岩 を主体 と し，大小 の 塩基性包有物を含

む．岩体全 体の 年代値は 50Ma 前後 と 見 られ る が ，

け や きだ い ら　　 あ　 ぞ は ら

欅 平 一阿曽原周辺 の 地熱地帯で は河床か らの高度

に応 じて ， OMa か ら 5Ma の 極端 に 若 い K −Ar 年

代が得 られ，岩体が冷却 し な い うちに 上 昇 （黒部川

が 侵食）した こ とを示す （NIsHIMuRA ＆ MoGI，1986）．

　 こ の ほ か や や 斑状の剱岳花崗岩体，紅色カ リ長石

に富む鳥帽子岳花 崗岩体 が分布 す る．剱岳 岩体 の

Rb−Sr年代は 69．3± 5。1Ma （田中
・加々美 ，

1987　b ）

であ り，烏帽子岳岩体はさ らに東方の有明花崗岩体

（51Ma ）と ほ ぼ 同時期 で あ る （石沢 ，
1982）．

　 G ．火山岩類お よび石英斑 岩

　 鹿 島槍 ヶ 岳か ら針ノ 木岳に か けて，爺 ヶ 岳火山岩

類や針 ノ 木岳火 LL［岩類などの 古第三紀 の 中性〜酸性

火 山岩類が分布す る （石沢，1982）．また，こ れ ら と

ほぼ同様 の 火山岩類（火砕岩を含む）が，薬師岳 ・
毛

勝岳北東部 ・黒薙川下流部 など黒部川 流域に点在す

る．さら に，白馬岳か ら鹿島槍 ヶ 岳周辺や黒部川流

域各地 に ，岩株状 ・岩脈状 の 石英斑 岩一
フ ェ ル サ イ

トが貫入 し て い る．
　 　 　 み 　だ　　 は ら

　立山 （弥陀 ヶ 原）・五 色 ヶ 原 ・雲 ノ 平 な ど の 高位平
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 わし ば

坦面上 や 三 ツ 俣蓮華岳北東部 （鷲羽岳）・槍 ヶ 岳西方
に し が ま

（西鎌尾根）の 稜線上 には，第四紀 の 安山岩類が分布

する．

ゼノ リス 類の 分布 と岩相

　以下 に述べ る A − 1か ら C − 4 の 産出地点 を第 2 図

に 示す．

　 A ．飛騨片麻岩類の ゼ ノ リス

　 A − 1 ：ヤ タ ゾ ウ谷岩体南部 の ノ ボ セ 谷 で は ，石

英 閃緑岩
〜

花 崗閃緑 岩中に露頭延長 IOm 一数 10m

に わた っ て，縞状構造 の 発達 した 黒雲母片麻岩が産

出する （第 1図版
一1，− 2 ＞．鉱物組合せ は，石英

一

斜長石 （An20 前後）一茶褐色黒雲母
一ざ くろ 石 ± 緑泥

石で ある．

　A − 2 ：毛勝岳北東約 2k 皿 （ウ ドの 頭）付 近 に，毛

勝岳花崗岩体をおお っ て 石英安山岩〜
流紋岩質 の 火

山岩類が分布す る．こ の 異質岩片 として ，毛勝岳花

崗岩 ・黒雲母片麻岩 ・結晶質石灰岩 などとともに，

石灰 質 の 飛騨片麻 岩類 に特徴的 に伴わ れ る含透輝石

石英長石質岩 （い わ ゆ る 伊西型岩石 ；加納 ，
1981）が

見 い だ された （第 3 図）．

　 A − 3 ：立 山山頂部 に 飛騨 片麻 岩類 と深成岩類が

分布する こ とは，以前か ら知 られ て い る （柴田
・
豊

第 1表，北又谷花崗岩体 の 黒 雲 母 の K−Ar 年 代．

Sample　no ，　　　K　（wt ％） Radi。genic　40Ar
All

，：呈写91卩 K−A・　・g・ （・・ ）

（ユ）　　ア8072904

（2）　　87082602

5．54

4．70

0・004223　〔40ArR／4〔〕K） 6，53

1548．6　士　16｝5　（10
−8cc

／9）　4●6
1549・9　士　16．6　（　　　Il　　　）　4・4

71

83 士 383

± 3

λ
。
・0．581xle −1°1yr．

λβ
雷
　4．962　x　IO

胴10／yr．

40K
！K　＝　1．167　x　10

−2atom．％
40A

・
R　・　Radi。genic　A，g。 n　40

（D 産 地 ：北 又谷 旧北 乂 小屋 付近．測 定 は 中村 栄三 氏 （現岡山大学地球内部研究セ ン ター）に よ る．同氏

に感謝す る．

〔2）産地 ；北 又 谷新北 又 小 屋 付 近．測 定 は 三 菱 金 属 中 央研 究所 に よ る ．本測定 に 際 して 総 合 研 究 〔A）「
日

本お よ び 近傍 の 大陸縁 辺 部 の 花 こ う岩 岩石 区 と関連 金 属 鉱 床 に 関す る 研究 」 （代表者 ：津末 昭 生 熊 本大 学

教授）よ りご援助 を い た だ い た．
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）
・
飛騨外縁帯 〔C）

したゼ ノ リ ス の 産

沢 ，
1957）．著者の 観察で は，片麻岩類 は 石英 閃緑

岩一ト
ー

ナ ル 岩 （立 山花 崗岩体，多分下 之本花崗岩

体 の 北方延長部 に あた る〉中 の ゼ ノ リ ス 状 小岩体 一

岩片と して 産 出 し，  石灰珪質片麻 岩 ・  角閃石

片麻岩 ・  黒雲母片麻岩 な どか ら な っ て い る （第 4

図），  は ざ くろ石
一
透輝石 ± 石英 ±緑 簾石 （ス カ ル

ン ）あ る い は 斜長石
一透輝石

一
ス フ ェ

ー
ン ，  は斜長

石
一
石英

一カ リ長石
一緑色 角閃石 ± 黒雲母 （緑泥石化）

± 緑簾 石 ，  は茶褐色黒雲母一
石英一斜長石，な ど

か らな っ て い る．

　 A − 4 ：諏訪
・
小林 （1966）の Plate工 ・llに は，

か ね つり

鐘釣西方 （サ ン ナ ビ キ谷）に 眼球片麻岩 の 分布が 示 さ

れて い る ．こ れ ら は宇奈月地域か らの 連続 関係 か ら

推定する と，宇奈月花 崗岩 に 伴 わ れ る 眼球花崗岩 に

相 当す る可能性が ある．

　以 上 の こ とか ら，中生代前期花崗岩類貫入 以前の

片麻岩類 の 分布は，現在の 露出域 よ り飛騨外縁帯側

に も広が っ て い た こ とがわかる （第 2 図）、また，A
− 1 の 産出位置 は宇奈月帯の 下盤側にあた り，A − 2

は 毛勝岳花崗岩体 （宇奈 月結 晶片岩 の ゼ ノ リス を含

む）の
’
ド位 に片麻岩が存在する こ とを示す．した が っ

て，宇奈月帯 の 下位に は も と もと片麻岩が伏在 して

い た こ とが予想さ れ る．こ れ は 宇奈 月帯 の 原岩相 が

大陸性 一陸棚 性 で あ り（HIROI，1981），大 陸性基 盤
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第 3図．火 山岩 中 に異 質 岩 片 と して 含 ま れ る 飛騨片

麻岩．

A ：含透輝石 石 英 長 石 質岩，B ：結晶質石 灰 岩 （右

上 の A と B は一
つ の 岩片 を構成す る ），C ：黒 雲 母

片麻岩，マ トリ ッ ク ス ：流紋岩質一石英安山岩質火

砕岩，産地 ：毛勝岳北東約 2   1 ウ ドの 頭付近．

の存在が暗示され る こ とと調和的で ある．ただ しA
− 1の 片麻岩の 岩質は，西方の 片貝川 流域 と異な り，

砂泥質岩が優勢で ある．

　B ．宇奈月結晶片岩類の ゼ ノ リス

　B − 1 ［宇奈 月帯 の 東限 とヤタゾウ谷岩体］：ヤ タ

ゾ ウ谷岩体の西縁に沿 っ て ，結晶片岩 ・
結 晶質石 灰

岩 ・変斑れ い 岩などの 岩片を多量に含む 地帯が発達

する．岩片の 間は カ タ ク ラ ス テ ィ ッ クな石 英閃緑岩
〜

花崗閃緑岩が埋 め，岩片は様 々 な程度に 同化作用

を受け，ア グマ タイ トか らネ ビ ュ ラ イ トに至 る ミ グ

マ タ イ ト構造が発達する，太田 （1961）は
，

こ れをヤ

タゾウ谷 シ ン テ キサイ ト帯と呼んだ．結晶片岩類に

は，  レ プ タ イ ト・  黒雲母片岩 ・  角閃石片岩

な ど宇奈月帯構成岩の 多 くが含 まれ る （第 5 図 ， 第

1 図版
一3 ，

− 4 ）．  は石英一斜長石
一カ リ長石

一
緑

色 黒雲母 ±緑泥石 ± 緑簾石 ，   は斜長石一
石英一褐

色黒 雲母，  は斜長石一褐色黒雲母 緑色角閃石
一
石

英±緑泥石 ， な どか らな る．

　広井（1978）は，こ れ ら の 分布か ら，字奈月帯の東

方延長部（roof ・re 皿 nants ）の 構造 を明 か に した ，ゼ ノ

リ ス の 量 は，岩体の境界 よ り東方に行 くに従い 減少

し， 2k 皿 以東で は ほ とん ど認 め ら れ な い ．つ ま り，

宇奈月帯の東限は，そ の あ た りまで 迫跡 で き，飛騨

外縁 帯分布域か ら 5〜6　km を隔て る の み とな る．

　 B − 2 ［宇奈 月帯 と毛勝岳花崗岩体］：宇奈月帯の

露出 は，片貝川 上流まで 連続 し南限 を毛勝岳花崗岩

体で 切 ら れ る．しか し， 花崗岩体内に直径数 10cm

か ら数 m の角礫状ゼ ノ リス として点在 し，さらに南

方に続 い て い た こ とが わ か る．そ の 多 くは あま り同

化作用 を受け て お らず，もと の 岩相は比較 的よ く保

持 されて い る．片貝川地域 で は，字奈E 帯、一ヒ半部 に

見られ る砂泥質片岩や塩基性片岩が卓越 し，ゼ ノ リ

ス に もこ れ らが多 い （第 1図版一5
，

− 6）．ゼ ノ リス

と して 含 まれ る黒雲母角閃石片岩は，斜長石一緑色

角 閃石
一
褐色黒雲母一

石英，角閃石片岩は 斜長石一緑

色角閃石 函 英
一
ス フ ェ

ー
ン ±緑簾石 よ りな っ て い

る．

　結晶片岩は優白質中粒花崗閃緑 岩 （ヤ タゾウ谷岩

体に類似する）に包有 され，それ らをさ らに 毛勝岳

花崗岩が包有する とい う二 重の包有 関係 が認 め られ

る （第 6 図）．

　B − 3 ：欅平周辺 か ら 阿曽原 に か けて
， 黒部川花

崗岩中にヘ レ フ リ ン タ様細粒片状岩が断片的に分布

す る．岩相 上 レ プ タ イ トに類似す る が，熱変成 した

花崗岩源ブ ラ ス トマ イ ロ ナイ トである可能性が大 き

第 4 図．立 山山頂付近 の 飛騨片麻岩（A）と ト
ー

ナ ル 岩 （B）．

A の
一

部 は流 動化 し，境界が 不明瞭 とな る．
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第 5 図．ヤ タ ゾ ウ谷岩体中の 宇奈月結晶片岩の 産状，

比 較的 元の 構造 を よ く残 した部分 ， 産 地 ；宇奈月 町

ヤ タゾ ウ谷入 口 付近 ．

い （次章参照）．

　 B − 4 ［下之本花崗岩体中の 結晶片岩］：高原川 支
　 か な き ど 　 　 　 　 す ご ろ く

流金木戸川 最上 流部 （双 六 谷〉の トーナ ル 岩〜花崗閃

緑岩中に，露頭延長数 10m にわた っ て結晶片岩類

が 露出する．同地点 を中心に前後約 500m に わた っ

て同様 の ゼ ノ リス が包有 され （第 7 図）， さ らに 転

石 の分布状 況か ら双六谷上流部一帯に そ の存在が予

想 され る．また
， 同地点付近 に は直径 3− 5m の 結

晶質石灰岩 ・ざくろ 石
一透輝石

一珪灰石 ス カ ル ン 塊 を

含む ト
ー

ナ ル 岩 （転石）が 存在する．

（2）

　結 晶片岩類 に は
，   角閃石片岩 ・  黒雲母片岩 ・

    と   の 細互 層 ・  角閃岩が認 め られ る． 

〜  に は細か い （数 珈 m
一数   ）縞状構造 と片理が発

達 し，   は比較的塊状で ある．  は斜長石
一
石英

一

緑色角閃石 ± 緑褐色黒雲 母，  は 斜長石
一
石英

一
緑

褐色黒雲母 ±緑色角閃石，  は   とほ ぼ同様の 鉱

物組合せ を示す、  一  で は，黒雲母 ・角閃石 の

定向配列が見 られるが ， 優 白質部は等粒状グ ラ ノ ブ

ラ ス テ ィ ッ ク 組織 を示す．また，  と   （と くに   ）

に は明瞭なブ ラ ス トポ
ー

フ ィ リテ ィ ッ ク組織が認 め

られ る （第 且図版
一1）．ゼ ノ リ ス に は 花 崗岩質脈 の

注入を受け， 同化 された り流動化 した よ うな部分 も

ある が ，原岩 の 組織が残 っ て い る部分 の 岩相 か ら，

宇奈月帯の レ プ タ イ ト層の 上部に多 い 砂 泥質片岩や

塩基性片岩に対比 され る．

　 C ．飛騨外縁帯構成岩類の ゼ ノ リス

　 C − 1 ［祖母谷変成岩 と鐘釣一欅平間の ゼ ノ リ ス］：

鐘釣
〜

欅平
〜祖母谷に か け て，黒部川 花崗岩体中 に

強 く熱変成 した結 晶片岩類 （祖母谷変成岩）や 石灰岩

な ど が 存 在す る．欅平一祖 母谷 間 に は，  砂泥 質

千枚岩〜黒 雲母 片岩 ・  角閃石黒雲母片岩 ・  石

灰 珪質片岩 お よ び 石灰岩が ，欅平周辺 に は砂泥質岩

の ほ か に閃緑岩が分布 す る．  は斜長 石
一
石英一褐

色黒雲母 自雲母 ±菫青石，  は斜長石
一
石英褐 色

　　 　　　　　　　 十

第 6図．毛勝 岳花崗岩体 に 包有 され る宇奈月結 晶片 岩．

（1）：毛 勝 岳花崗岩 に 直接包 有 され る 結 晶片 岩．産 地 ；毛 勝 岳西 方約 2km の 転石．（2）：結晶片岩 を中粒

花崗閃緑岩（A）が 包有 し
，

そ れ を さ らに毛 勝 岳 花 崗岩 （B＞が包 有 す る．産地 ：毛 勝岳西 方約 2km の 転 石．
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第 7 図．下 之 本 花 崗岩 体 に包 有 され る結晶片岩，
A ：角閃石黒雲母片岩 と黒雲 母角閃石片岩の 互 層，
B ：やや 流動化 しだ した 黒 雲 母片岩，C ； ト

ー
ナ ル

岩〜花崗閃 緑 岩，産 地 ：金 木戸川上 流双六谷．

黒雲母
一
緑色角 閃石 ±緑簾石，  は ざ くろ 石

一透輝

石
一珪灰石

一方解石
一緑簾石

一角閃石
一
黒雲母 を含む．

　 こ れ らは全体に再結晶が著 しく，  や   は優 白

質脈 の 注入 や 見かけ上粗粒化す る た め，片麻岩様 の

岩相を呈す る 部分があ る．しか し， それは熱変成 と

同化作 用 の ため で あ っ て，加納 （1975a ＞は，（1）飛

騨外縁帯 白馬岳地域 の 構 成岩石 との 類似性，〔2）祖

母谷 〜白馬岳間 に も同様 の ゼ ノ リス 状岩体が あ っ て

分布が連 続す る こ と
， （3）砂泥質片岩中の 千枚岩様

残存組織 （4）ホ ル ン フ ェ ル ス 化 した砂岩 ・
泥岩互

層 の 産出 などの 点か ら，飛騨外縁帯の非〜弱変成古

生層が新期花崗岩中に取 り込 まれた もの である こ と

を示 した．

　 したが っ て，祖母谷変成岩の北方延長上 に存在す

る石灰岩体 （鐘釣山）・縞状チ ャ
ー

ト・塩基性片岩〜

砂質片岩 ・珪 質片岩 ・変成ひ ん岩な ども飛騨外縁帯

メ ン バ ーと考えられ る．また，欅平付近 の 閃緑岩類

は岩相上
， 下之本花崗岩体 に伴 うもの に対比 で き，

同岩体 は 南端部 （野 沢 ほ か，1979）と同様に，こ こ で

も飛騨外縁帯 に 対 して 貫入．関係 をもっ て い る もの と

考え られ る．

　 C − 2 ：水晶岳 山頂付近 には，ざ くろ 石 ス カ ル ン

の 小岩体の 存在が 以前か ら知られて い る．こ れ は 下

之本花崗岩体最東端部 の トーナ ル 岩中 の ゼ ノ リ ス

で，お そ らく飛騨外縁帯 の 石灰岩 に 由来す る．

　C − 3 ：槍 ヶ 岳山頂付近 に も   塩基性片岩 ・ 

砂泥質片岩の 産出が 知ら れ て い る （第 啀図版一2 ，−

3 ）．  は ア ク チ ノ 閃石
一曹長石

一
緑簾石

一
方解石

一
ス

フ ェ
ー

ン，  は石英
一
曹長石

一
緑泥石

一
白雲母 ア ク

チ ノ閃石
一緑簾石

一
黒雲母 よ りなる．こ れ ら は穂高安

山岩 （原 山，1979）に取 り込 ま れ た もの で ，飛騨外縁

帯の 結 晶片岩 に対比 され る．

　C − 4 ：高瀬川最 上 流部湯俣川源流 の 槍 ヶ 岳 西方

稜線 に続 く支稜線上 に，砂岩 ・
頁岩 ・チ ャ

ー
ト ・塩

基性火山岩（凝灰岩）が分布する こ と が わ か っ た．露

頭は未確認で ある が ，河谷側壁か らの 崖錐や 土石流

堆積物と して 大量 に存在する．い ず れ も強 く熱変成

して い る こ と，河谷底は 全 て 新期花崗岩で ある こ と

から，同花 崗岩上 の ル ー
フ ペ ン ダ ン トある い は ゼ ノ

リス 状岩体 で あ ると考えられ る．こ れらも分布 と岩

相構成上 ，飛騨外縁帯 の 古生層 に対比 され る 可 能姓

が 強 い （美濃帯相当層か も知れ ない ），

黒部川 せん断帯

　 A ．圧砕岩類の 分布と岩相

　黒部川 本流 に沿 っ た 狭 長な地帯 に は
， 各種の ゼ ノ

リス 状岩体とともに，再結晶した圧砕岩類 が 断続 的

に 産出する．圧 砕岩類 は
， 少 な くとも鐘釣付近か ら

黒 四 ダ ム 付近 まで南北約 20km，欅平付近で は 東西

約 2k冂3 の範囲 に 分布す る．そ の 分布 ト レ ン ド と片

理面 の 走 向 は N −S 〜 NNW −SSE を示 し，ゼ ノ リス

類 の 分布 ト レ ン ド とも
一致す る．こ う した 圧 砕岩類

の 分布地帯 を，仮に 「黒部川せ ん 断帯 」 と呼 ぶ こ と

にする （第 2図）．本地帯 には次 の 2種 の 圧砕岩類が

産 出する，

　
一

つ は ヘ レ フ リ ン タ様 の 細粒片状 岩で ある （第 矼

図版一4 ，− 5）．本岩は 細 か な （1
−

・5mm ）縞状構造

と片理が発達 し，石英
一
斜長石一緑色角閃石 または石

英
一
斜長石

一
緑褐色黒雲母，ある い は両者の細互層 よ

りな る優黒質縞 と石英長石 質の 縞か
．
らな っ て い る．

平 均粒度は O．Ol〜O．02　mm ，ほ ぼ等粒状 で 黒雲母 ・

角閃石の 定向配列が著 しい ．しば しば や や 粗粒 （直

径 0．5mm ）の 半自形斜長 石 を中 心 と した 小眼球状構

造 を示す．こ うした 岩石組織 は，レ プ タ イ トの ブ ラ

ス トポ
ー

フ ィ リテ ィ ッ ク組織に似る が，斜長石 の 破

断変形 を伴 っ てい るの で，ポ
ー

フ ィ ロ ク ラ ス テ ィ ッ

ク組織と フ ラ ク シ ョ ン 構造で ある と見 られ る，また，

細粒部と 互層ない し脈状〜 レ ン ズ状の 集合体をなす

石 英は，比 較的粗粒 （0．1〜O．2mm ）・等粒状 ・ポ リ

ゴ ナル で 波動消光 を示さない ．

　熱変成 した レ プ タ イ トある い は 圧砕 され た レ プタ

イ トが再結晶 した もの との 区別 は 極 め て むず か しい

が，花崗岩源圧砕岩 との密接 な産状（第皿図版
一6）
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か らする と，
こ れ らの多 くは ， 黒部J［］花崗岩源 の 圧

砕岩で ある と考えられ る．

　 もう一つ は，明らか に 黒部川 花崗岩自体が圧砕さ

れたマ イクロ ブ レ ッ チ ャ
ー一プ ロ トマ イ ロ ナイ ト

ー

ブ ラ ス トマ イ ロ ナ イ トで ある （第 皿図版一6）．破砕

された大 きな長石間 を埋 めて脈状〜レ ン ズ状集合体

を なす石英 は，前記と同様の 等粒状 ・ポ リ ゴ ナ ル な

再結晶粒で あ り，脆性 変形後 に再結 晶 した こ とが わ

か る．

　な お，以上 の 圧砕岩帯の 北方延長上 に は ， ヤ タゾ

ウ谷岩体西縁部の シ ン テ キサ イ ト帯が あり，こ れ も

「黒部川 せ ん 断帯」 の
一
部 をな して い た可能性があ

る．

　 B ，飛騨帯 ・宇奈 月帯と飛騨外縁帯の 境界

　第 2 図 に 示す ように，飛騨帯
・
宇奈月帯構 成岩類

の ゼ ノ リス 分布域 は 互 い に重なるが，飛騨外縁帯の

それ とは重 ならな い ．その境界は黒部川本流 に沿 い ，

圧砕岩類 の 分布地帯 （黒部川 せ ん 断帯）を境 と して
，

前二 者は西方に，後者は東方に の み 分布するように

見え る．つ ま り黒部川 せ ん 断帯 は
， 黒部州花崗岩貫

入 （古 第三紀）以前に
， 飛騨 帯と宇奈月帯 よ りな る地

塊 （大 陸性地塊）と飛騨外縁 帯 よ りな る 地塊 （多分 海

洋性地塊）との 境界 をな して い た可能性が強 い ．

　下之本花 崗岩体が 両地塊に対 し て貫入 ・包有関係

を持つ こ とか ら，中生代前期 にはす で に両者は接合

して い た と考えられ る．また，ヤ タ ゾ ウ谷岩体の花

崗質岩が 固結時に 圧砕作用 を受けて い る （太 田 ，

1961）こ とか ら ，
せ ん断帯の 形成 は中生代前期に さ

か の ぼ れ る可能性が ある．

　
一
方，黒部川花崗岩 自体が圧砕 され か つ 再結晶し

て い る こ と か ら，
せ ん 断運動は古第三 紀以降の ある

時期に終息 した と見 られ る．周辺 には花崗岩体以外

に熱源 は 想定 しに くい の で
，

ま だ冷却 し き っ て い な

い 花崗岩 自体 に よっ て 再 結晶 した もの と考 えられ

る．ただ し，本岩体が黒 雲母 の K −Ar 閉鎖温度以下

に冷 却 し た の は 最 近の こ と で あ る （NISH匸MURA ＆

MOGi，ユ986）の で ，相当後まで 運動 し て い た こ とが

予想 される．

ま　　 と　　 め

　 1．黒部川流域 におけ る ゼ ノ リス 類の 分布か ら，

飛騨帯
・宇奈月帯 ・飛騨外縁帯 の 失 わ れ た 南方延長

部の復元が可能 で あ る．各帯の 配列は花崗岩体中に

も保存さ れ て い て，ほ ぼ南北 の トレ ン ドを示す．

　 2 ．中生代前期花崗岩は，上記 3 帯と直接貫入 ・

包有関係に あり，花崗岩貫入 （180　Ma ）以 前に 3 帯

は 互 い に接合 して い た．

　 3，飛騨外縁 帯 は，現分 布域 よ り 10km 以上飛騨

帯側に広が っ て い た が，飛騨片麻岩 ・宇奈月結晶片

岩 の ゼ ノ リス の 分布 とは重 ならず，おおむね現黒部

川 よ り東方 に 限 られ る．宇奈月帯 の 下位に は
， 飛騨

片麻岩が伏在 して い た可能性が強い が，飛騨外縁帯

相 当 の 岩石 が存在 して い た こ と を示す証拠 は 見 い だ

さ れ ない ．

　 4 ．黒部川 に沿 っ て ，南北 に 圧砕岩類が 断続的に

産出する狭長な地帯があ り，こ れ を 「黒部川 せ ん断

帯 」 と呼 ぶ ．飛騨帯 と宇奈月帯 よ りな る 大陸性地塊

と飛騨外縁帯 と は本せ ん 断帯に よ っ て境さ れ て い た

らしい ．

　 5 ．黒部川 せ ん断帯の形成は 中生代前期 （以前 ？）

に さか の ぼ り，古 第三紀花 崗岩 の 固結後 も動 い て い

た が ， 後に 冷却 し きっ て い な い 花崗岩 自体 に よ っ て

再結晶し固定された．
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図　版　説 　明

第 1図版，顕微鏡写真．ス ケール は全 て O．5　mm ，2 の み 単 ニ コ ル
， 他 は 直交 ニ コ ル．

　1 ，2 ：ヤ タゾ ウ谷 岩 体 中 の ざ くろ 石 黒 雲 母 片 麻岩 （産地 ：ノ ボ セ 谷，Nσ．　 N 玉09）．

　3 ：宇奈月帯 の 石英長石質片岩 （い わ ゆ る赤 色 レ プ タイ ト，自形 に 近 い 斜長 石 残斑 晶 を含 む）（産地 ；宇奈月北

　　　方約 2   黒部川 右岸，N。．　 Ku 　215）．

　4 ：ヤ タゾ ウ谷 岩体 中 の 石 英長 石 質片岩（灰 色 レ プ タ イ ト，右 上 に斜 長石 残斑 晶 を含む が，3 に 比べ や や再結

　　　晶 が すす む）（産地 ：ヤ タ ゾ ウ谷入口 付近，No．　 Y　129）．

　5 ：片 貝 川 流域の 黒雲母角閃石片岩（産地 ：片貝川 東又谷，No，　 Ka　130）．

　6 ：毛 勝 岳花 崗岩 に包有 され る黒雲母角閃石片岩 （］．− 5 に比 べ 粗粒化す る）（産 地 ：片貝 川 阿 武 木谷，No．　 Ka

　　　408−3）．

第 ［ 図版．顕微鏡写真．ス ケール は全 て 0．5mm ，3 ，5 は 単ニ コ ル，他 は 直交ニ コ ル．

　 1 ：下 之本花崗岩体中の 角閃石黒 雲 母 片 岩 （累 帯 構造 を もっ た 自形斜長石 残斑 晶 を含 む）（産地 ：金 木戸川 上 流

　　　双六 谷 ，
No．81081703　T）．

　 2 ，3 ：槍 ヶ 岳山頂付近 の 塩 基 1生片岩（緑 簾 石 一
ア クチ ノ 閃石 片 岩 〉（産 地 ：槍 ヶ 岳肩 イ小 屋 付近 ，Ne．73032704T）．

　4 ，5 ：黒 部川 花崗岩体中の ヘ レ フ リ ン タ様細 粒片状岩（斜長石 の 眼球状残晶 を含 む細粒部 と片理 に平行 な や

　　　や粗 粒 等粒状 ポ リ ゴ ナ ル 再 結 晶石 英 集合 体〉（産地 ：樺平南方約 2，5km ，　 N。，80081511）．

　 61 黒部川 花崗岩の 圧 砕岩（破砕 され た斜 長 石 と右上 す み の ひ ずん だ 石 英の 粗粒結晶 との 問を 4 に類似 した 細

　　　粒部が埋 め る，中央部 に は等粒状ポ リゴ ナ ル 再結晶 石 英集合体が 存在す る）（産地 ；悸平南方約 2．5km ，　No，

　　　87082207−2 ）．
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